
平成１７年度 第７回 教育研究審議会議事要録 
 
日 時 平成１７年６月１４日（火）１３：３０～１５：３０ 
場 所 北方キャンパス本館 E７０１会議室 
出席者 ＜委員＞矢田学長、棚次副学長、羽田野事務局長、乘口外国語学部長、近藤文学

部長、齋藤経済学部長、小野法学部長、髙橋国際環境工学部長、谷村大学院社

会システム研究科長、赤塚学生部長、迎全学教務主事、山崎（勇）国際教育交

流センター所長 
 
 
配布資料 
１－１ 名誉教授選考対象者の経歴 
１－２ 北九州市立大学名誉教授授与規程 
２－１ 平成 17 年度計画（案） 
２－２ 平成 17 年度計画（案）の概要 
２－３ 中期計画工程イメージ 
２－４ 平成 17 年度計画（案）に対する法学部意見書 
３－１ 各種委員会の新旧対照イメージ・構成員一覧表 
３－２ 各種委員会に見直しに係る規程等 
４－１ 教員の採用・昇任等に関する基本的考え方（案） 
４－２ 教育職員の採用及び昇任に関する資格選考規程 
４－３ 教育職員の採用及び昇任に関する資格選考規程運用内規 
５   中期目標・中期計画（案）の修正（新旧対照表） 
６   教育研究図書購入方法の変更案 
７   身分証明書（職員証）デザイン（案） 
 
 
（冒頭で第６回教育研究審議会議事録（案）について確認） 
 
 
第１号 北九州市立大学名誉教授の称号授与について 

 
・北九州市立大学名誉教授について、４人の選考対象者への称号授与について提案 
 

○次年度については他大学での経歴の換算など授与規程について改めて議論したい。 
○その際にはエクステンションコース等の講師など、名誉教授の活用方策についても検討

いただきたい。 
【議長】資料１－１に基づき、名誉教授の称号授与について承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
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第２号 北九州市立大学平成１７年度計画（案）について 

 

・北九州市立大学の平成１７年度計画（案）（資料２－１）について提案 

・年度計画の概要（資料２－２）、中期計画の工程イメージ（資料２－３）及び平成１７

年度計画（案）に対する法学部意見書（資料２－４）を添付 

 

○図書館の整備などキャンパスの整備については、別途委員会を設けて検討していきたい。 

【議長】北九州市立大学平成１７年度計画（案）（資料２－１）を承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 
第３号 各種委員会の見直しについて 

 

・各種委員会の名称及び構成員の修正（資料３－１）について提案 
 

 

・各種委員会の見直しに伴う委員会規程・要綱（資料３－２）について提案 

 

○検討作業等を実施する中で特定の条項に問題が生じれば、改めて規程を見直したい。 

【議長】資料３－１のとおり、各種委員会の名称及び構成員の修正を承認するとともに、

委員会規程・要綱について資料３－２を一部字句の修正のうえ承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 
第４号 北九州市立大学教員の採用・昇任等について 

 

・教員の昇任を採用の場合と同様の選考制度・選考委員会により実施することについて

提案 
 
 

・平成１７年度に行う選考に関して、従来のものを文言整理した資格選考規程（資料４

－２）及び資格選考規程運用内規（資料４－３）を使用することについて提案 
 
 

・学長から、採用・昇任等に関する基本的な考え方（資料４－１）として、①平成１８

年度以降に行われる選考は、平成１７年度から実施される全学的な教員評価をベース

として行うが、本年度については各学部等で作成された教員評価を原則的に尊重する

こと、②研究業績の評価にあたっては、大学設置基準および本学の規程でうたわれて

いる博士の学位について規程の精神をできるだけ尊重するものとし、人文・社会科学

においては機械的な運用は避けるが、その場合も博士の学位に「準ずる」研究業績に

ついて十分な説明責任を負うものとすること、③中期計画で掲げられている「教員再

任用制度」の導入拡大については、関係法令や他大学の導入状況に十分留意しつつ慎

重に対応すること、について説明 
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○教歴プラス教育評価及び管理・運営事項の評価を加味したものを昇任基準案にしてはど

うか。 

○採用・昇任基準において博士号取得を要件化するのは困難であり、取得促進は俸給面で

対応してはどうか。 

○採用・昇任において博士号を重視するのであれば、サバティカル制度等博士号取得を促

進する環境の整備を行っていただきたい。 

○運用内規の研究業績の量化基準表は、全学的教員評価で用いるより詳細な量化基準表を

使用してはどうか。 

○教員評価は本年度からの実施であり、そこで用いる量化基準表を直ちに活用することは

困難である。資格選考規程および運用内規を骨子として、各学部において内容を充実す

ることはかまわない。 

【議長】教員の昇任について採用の場合と同様の選考制度・選考委員会で実施するととも

に、資格選考規程（資料４－２）及び資格選考規程運用内規（資料４－３）を承認

し、学長の採用・承認等に関する基本的考え方を了承してよろしいか。 

次回教育研究審議会において、平成１８年４月の採用人事について採用数の全学

的な調整を行いたい。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 

 ①中期目標・中期計画（案）の字句の修正について、事務局から報告があった。 
②教員研究図書の購入方法の変更案について事務局から報告があった。 
③身分証明書（職員証）（案）について事務局から報告があった。 
④次回の審議会を６月２８日（火）に開催する予定である旨、事務局から説明があった。 


